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■今秋から今冬にかけてのイベントスケジュール

施設名 イベント名 内容 開催日 申込

ラ・フォレスタ ステンドグラスと河内材の
冬景色のライトスタンド

キャンドルライトの光が幻想的な
スタンドパネルを作ります

11/21,23~24
13：00〜16：30

各回定員6名
参加費3,800円〜

4,000円

木根館 季節のワンコイン
干支シリーズ「巳」

大好評の干支シリーズ
来年の干支「巳」を作ります

12月1日より
先着順

申込不要
先着100セット
参加費500円

木根館 かんなのはな
「森のクリスマスツリー」

大きな松ぼっくりをベースにドライ
フラワーや木の実とかんなのはな
でクリスマスツリーをつくります

12月8日(日）
9：30〜15：00

11/8申込開始
先着20名

参加費3,500円

木根館 お正月飾り
「門杉（カドスギ）」

ヒノキやスギの葉、南天などをアレ
ンジしてお正月飾り「門杉（カドス
ギ）」を作ります

12月22日（日）
9:30〜13:00

11/7申込開始
先着12名

参加費3,000円

木根館 薪で焼き芋を焼こう
薪の種類を学びながら焼き芋を味
わいます。お芋4本ほか材料費を含
みます（1組最大5名まで）

1月27日（日）
10:00〜11:30
14:00〜15:30

12/7申込開始
各回3組

参加費2,000円/組

木根館 ラ･フォレスタ木根館 ラ･フォレスタ
イベント情報イベント情報

Facebook／ホームページをご覧ください

●ラ・フォレスタ  ☎0721-72-0090
ホームページ▶http://www.sinrin.org/foresta/
●木根館 ☎0721-64-8151
ホームページ▶http://www.sinrin.org/kinkonkan

　季節は秋から冬へ。
　木根館とラ・フォレスタも季節を感じら
れるイベントの開催が盛りだくさん。
　年末を彩るのはステンドグラスと河
内材で作る「冬景色のライトスタンド」と
かんなのはなの「森のクリスマスツリー」。
家族団らんで過ごすクリスマスにはぴっ
たりのアイテムです。
　昨年も開催し好評を博した「門杉」や
干支シリーズ「巳」も新年を飾る縁起物と
して喜ばれる一品となること間違いなし。
　1月には奥河内の異なる種類の薪で
焼き芋を焼くイベントも。1組5名まで参
加できるので仲間で薪の学びと焼き芋
つくりに興じてみては。
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催
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
、
組
合
員
の
皆
さ
ま

も
地
元
市
町
村
に
つ
い
て
は
よ
く
ご
存

じ
か
と
思
い
ま
す
。

森
林
組
合
で
は
、
こ
う
し
た
イ
ベ
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あ
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し
た
り
、相
談
を
受
け
た
り
…

と
い
う
機
会
に
も
恵
ま
れ
、
皆
さ
ま
と

の
繋
が
り
を
実
感
し
ま
す
。

そ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
は
各
地
で
11
月
を

ピ
ー
ク
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
左
表
が
開
催
予
定
で
す
。お
近

く
の
方
は
是
非
お
越
し
下
さ
い
。

各
地
と
も
イ
ベ
ン
ト
全
体
の
構
成
だ

け
で
な
く
、
森
林
組
合
の
出
店
内
容
も

違
い
ま
す
の
で
、
見
比
べ
て
み
て
も
面

白
い
で
す
よ
！
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
終
わ
っ
た
市
町
村
で

も
、来
年
開
催
さ
れ
た
と
き
に
は
、継
続

し
て
出
店
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
楽
し

み
に
し
て
く
だ
さ
い
。

秋のイベントに秋のイベントに
参加・出展参加・出展
しています！しています！

友達登録いただくと「木工体験100円引きクー
ポン」をプレゼント中。その他イベント情報などを
お届けしています。

QRコードを読み取り
「kinkonkan-木根館」を
追加して登録

ID検索で
「＠506ykozq」を入力して登録

LINE公式アカウントはじめました

登録方法①

登録方法②

「門杉」 干支シリーズ「巳」

「薪で焼き芋を焼こう（イメージ）」

丸太切り体験

木工クラフト体験

林業機械のデモンストレーション

■ 組合が出展する秋季イベント一覧

豊能支店 11/30 箕面市農林業祭

三島支店
11/17 高槻市農林業祭
11/23 島本町農林業祭
11/23～24 茨木市農林業祭

南河内支店 12/7 千早赤阪村農林商工祭

泉州支店

11/17 槇尾っ子の会
11/23 岸和田市農業まつり
11/24 貝塚市農業まつり
2/1 和泉市農林業まつり
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　国連は「1年間を通じて、平和と安全、開
発、人権/人道の問題など、ひとつの特定
テーマを設定し、国際社会の関心を喚起し、
取り組みを促すため」に「国際年」を定めて
おり、その一環として昨年12月に2025年
を国際協同組合年（International Year 
of Cooperatives：IYC）とすると宣言しま
した。
　このことは、すべての国連加盟国に対し、
「協同組合を振興し、持続可能な開発目
標の実施と社会・経済開発全体に対する
協同組合の貢献に対する認知を高める方
法として『国際協同組合年』を活用するこ
とを促す」としたうえで、協同組合の人間ら
しい雇用の創出、貧困と飢餓の解消、教育、
社会保護、金融包摂、手ごろな価格の住宅、
包摂的な社会の構築などへの貢献を支援
することを求めています。

IYC2025全国実行委員会の 
設立とその活動

　国内におけるIYC2025の実践主体とし
て、全国実行委員会を立ち上げ、以下の活
動目標を掲げています。
①�協同組合に対する理解を促進し、認知
度を高めること
②�協同組合の事業・活動・組織の充実を通
じてSDGs達成に貢献すること
③�地域課題解決のため協同組合間をはじ
め様々な組織との連携を進めること
④�国際機関や海外の協同組合とのつなが
りを強めること

　また国会・政府など、次の項目について
の働きかけを行うとしています。
①国会決議～諸制度整備への機運醸成～
②国連への働きかけ
③�学校教育の取り組み～協同組合を取り
上げるよう求める～　
　また自ら、次の項目について実践すると
しています。
①シンポジウムの開催
②�第103回国際協同組合デー記念中央集会
③若年層への発信
④大学寄附講座拡充の取り組み
⑤IYC2025の賛同者を募り発信

「学び」「実践」「発信」

全国の協同組合・連合会・全国組織・関係
組織においても以下に取り組むことを呼
び掛けています。
①2025国産協同組合年についての共有
②�｢協同組合のアイデンティティ印鑑するICA
声明」の学習
③�持続可能な社会の実現に向けた自組織
の取り組みの学習
　さらに上記の「学び」「実践」「発信」のい
ずれかに重点を置き、行動することとして
います。

　当組合が加盟する大阪府協同組合・非
営利協同セクターにおいては、IYCの大阪
実行委員会として、様々な取り組みを進め
ていく予定としています。

　このコーナーでは、普段、街で暮らしていると知るこ
とができない森林・林業について、新人林業士である私
（岡）が学んだことをレポートとしてまとめていきます。
第3歩目は、山の歩き方です。歩き方といっても、作業
や管理であれば、まだ道がついていない山中ですし、
調査の場合は林道など様々です。林業で働く人は山
の中を歩くとき、何を見て、何に気を付け、どのように
歩いていくのでしょうか。3人の方にお話を伺いました。

技能職員の林さんの話

①獣が通った形跡のある道を歩く、②チェーンソーや
刈払機など重いものは山側の肩に担ぐ、③水場がある
と蛇や蜂がいる可能性が高いので気を付ける、④近く
にある細い立木を切って杖にする、⑤足元にある石は

動くかどうか確認し周囲の人に伝える、⑥スパイクが
ついた靴で滑りやすい石や皮が剥けた木の上には乗
らない　などのポイントを教えていただきました。現
場の方は毎日通うことになるので、あらかじめ危険な
箇所は確認や排除をしておくようですね。

現場管理の武山さんの話

①急傾斜の先にある目的地に対して直線的に歩かず
上りも下りもジグザグに歩く、②歩幅は狭くする、③立
木など支えになるものを見つける、④所有者の境界の
杭に注意する　などのポイントを教えていただきまし
た。業務に応じて、地形や水の流れなど見るべきポイ
ントは変化し、今回のインタビューの文字数では収ま
らないそうです。時にはGISという地理情報システム

と照らし合わせながら歩くこともあります。

植物や生物の調査をされる栗本組合長の話

「まずはゆっくり歩くことが大切。林道を歩けば、その山
の中の植生がおおよそ把握できる。林道沿いの草木
は手入れがされ、光が当たるため、植物が多い。近年
は林床が暗い場所も多い。光が入る林道は植物・生物
の逃げ場にもなっている。また現場作業の人とは違い
植生調査には明確な目的地がない。」とのことでした。
　同じ山の中で活躍される3人ですが、業務や目的に
よって歩き方が違うことがわかりました。詳しい内容は
このレポートに入りきらないので、ぜひ近くの森林組
合職員に聞いてみてください。

　木材加工時には、できるだけ歩留まりを
高めて、木材の有効活用を図るよう心掛け
ていますが、注文の寸法などに合わせて
カットすると、どうしても端材が生じてしま
します。
　丸棒加工も同様で、生じた端材は輪切り
にして、コースターなどとして販売してい
ましたが、もう少し付加価値を高めてみよ
うと、太鼓挽きにした丸棒端材にムーブメ
ントを組み合わせて時計を製作しました。
　裏面はムーブメントが出っ張らないよう掘り込み、盤面はレーザー加工
としました。
　丸棒ですので、盤面に節が出るものもありますが、痘痕もえくぼで、そ
れが良い風合いを醸し出していると自負しています。
　まずは今年の総代会に出席いただいた総代及び来賓への記念品として
お配りし、「可愛らしい時計ですね」と評判も上々。
　販売用にも弱冠数、製作していますので、一般の方からの声も参考にし
ながら、次の商品の製作に繋げていきたいと考えています。
　今回、「木になる時計」の製作を記念して、5名の組合員の方にプレゼン
トいたします。
　応募方法は以下のとおりです。

応募はハガキもしくはメールで受け付けます。
ハガキでの応募はくみあい通信の最終ページ下部に記載の住所宛に、
メールでの応募は同じく記載されるメールアドレス宛に「くみあい通信47
号プレゼント希望とお書きいただき、ご住所・お名前・ご連絡先を記載のう
え、どしどしご応募ください。
なお当選者のお知らせは、商品の発送をもってかえさせていただいます。
※�ご応募いただいた個人情報は、当該企画以外には使用いたしません。

応募方法

端材を活用「木になる時計」
5名様にプレゼント

組合のSNSには情報満載
組合の情報発信の新たな媒体の
「X」と「インスタグラム」には、組合
が取り組んだ事業や現場施工の話
などタイムリーな情報満載です。ぜ
ひフォローしてください。

組合の日常を発信  SNS

instagramX

山の見え方が変わる!? 新人林業士レポート

木になる時計

2025国際協同組合年（IYC2025）について


